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急速な定着率悪化！ 
潜在看護師を掘り起こす

　東埼玉総合病院（以下，当院）は，社会医

療法人ジャパンメディカルアライアンス（以

下，JMA）傘下の193床の地域密着型の急性

期病院であり，埼玉県東部の杉戸町唯一の総

合病院でもある。当院は，附属のクリニック，

通所リハビリテーション，訪問看護ステー

ション，デイケアセンター，ケアネット，特

別養護老人ホームなどの関連施設の連携の下

に運営されている（図１）。

　以前はケアミックス型の家族的な雰囲気に

あふれた病院であったが，2004年の電子カ

ルテの導入を機に進めた急性期化以後，看護

師の定着率が急速に悪化した。
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潜在看護師，子育て看護師に 
アピールできる！

多様な勤務形態の 
導入と実際

第３回

病院の概要（2009年４月１日現在）
●病床数：193床

●入院基本料：７対１

●１日平均患者数：外来448人（2008年度平均）
　　　　　　　　　入院124.5人（2008年度平均）

●平均在院日数：13.2日（2008年度平均）

●看護職人数＊：正職員113人
　　　　　　　 非正職員30人

●平均年齢：35.5歳（2008年度）

●平均在職年数：6.4年（2008年度）

●離職率：12.0％（2005年度）
　　　　　17.0％（2006年度）
　　　　　　8.8％（2007年度）
　　　　　　9.7％（2008年度）

●週所定労働時間：40時間
＊保健師・助産師・看護師の総数。看護助手は除く
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　当院は知名度も低く，都心からは１時間以

上掛かるため，広域での採用活動は全く考え

られえない状況にあり，法人の人事管理部門

も遠方にあったため，当院への恩恵はあまり

なかった。さらに，看護職に対する採用活動

における当院看護部の目立ったアピールポイ

ントもなかった。そこで，どうしたら看護師

採用活動に成果が得られるのか考えた結果，

採用の対象を“新人”ではなく“潜在看護師”，

特に転居者あるいは近隣在住の子育て中の看

護師に絞ることにした。個々の生活の中で埋

もれた就業への意欲を掘り起こし，就業の妨

げとなる制約を取り除くため，個人のライフ

スタイル尊重と子育て支援を柱とする採用活

動を始めた。〈就業を看護師個人のライフスタ

イルに合わせましょう〉と，働ける時間に働

いてもらう制度をアピールしたのである。

　時を同じくして，埼玉県看護師定着事業に

採用された試み〈ナースのためのマイライフ・

マイプラン〉を実践する機会を与えられた。

これは，「看護職員の勤務スケジュールを，

独身者は私生活の充実プランを実現できるよ

う，既婚者は仕事と家庭の両立が行いやすい

よう柔軟に組むことのできる勤務表ソフトを

購入し，勤務希望は自分が入力する。」という

ものである。この定着事業参加を機に，当院

では個人のライフスタイル尊重についての周

知が深まり，多様な勤務形態での採用が加速

することとなった。

多様な勤務形態の 
導入プロセス

　人材をなかなか得られない地方の病院であ

るだけに，無我夢中で看護職の採用活動と定

着促進活動を行った結果，必然的に多様な勤

務形態に行き着いたと言っても過言ではない。

注目いただきたいのは，次のような点である。

図１：当院周囲の施設環境
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 ①  非常勤勤務者の就業時間を３時間以上か

つ30分単位とし，本人の希望を優先した

採用を実施した。

 ②  常勤採用者については，最初はまず夜勤

専従者の登用から始めた。この際，当院

の週労は管理部門により40時間と規定さ

れているにもかかわらず，月144時間で常

勤採用とはいかがなものかと再三クレー

ムが出て問題となった。しかし，夜勤時

間72時間の算定をクリアするためには，

必然的に常勤採用を認可せざるを得ない

状況であり，実現に至った。

 ③  ８時間のコアタイムさえ守れば，出勤時

間，退出時間については現場の管理者に

一任した。

 ④  さらに週労40時間をクリアできれば，希

望に応じた時間数での常勤採用も開始し

た。例えば，介護・保育などの関係で１

時間早く退勤が必要な場合は，ウイーク

デイは１時間早く退勤し，土曜日に５時

間就業することで週労40時間クリアする

といったシステムである。

 ⑤  夜勤については，個人のライフスタイル

に合わせて，同一病棟内においても，２

交代・３交代あるいは２交代・３交代

ミックスを選べるようにしている。

「患者中心」を基本に 
看護科長に一任する

　運営については現場管理者（看護科長）に

任せた。最初は，科長はもちろんスタッフか

らも，苦情というより不安の声が聞こえた。ス

タッフすべてが皆同じような勤務スタイルで

はないので，戸惑いがあるのは仕方ないであ

ろうと，粘り強く説明し，現場の科長の理解

を得た後は静観した。結果として安全で安心

なケアの提供ができればよいのだから，少々

の問題には目をつぶることも必要であった。

　科長に任せた理由は，病棟の患者・スタッ

フ・医師などとの信頼関係と職場の雰囲気，

そして業務の流れを熟知していると考えたか

らである。ただ，科長レベルで全体を見るこ

とはなかなか難しいので，どの時間帯にスタッ

フを厚く配置すればよいかなどについては助

言し，患者を中心にして配置計画を立てるよ

う指導した。

　個人個人が勝手に多様な勤務形態を組んで

しまっては，統一したケアの提供はできない

し，他部門にも賛同は得られないであろう。

看護の展開の大前提として「まずは患者を中

心にして考えること」を説き，このテーマに

沿ってすべてを判断させることとした。

現在採用中の多様な 
勤務形態と成果（表１）

　個人のライフスタイルを優先した結果，ま

ず一つには，退職者の減少につながり，７対

１の看護配置の取得・維持が可能となった。

また，今年度は常勤中途採用者が増加した。

近隣でも当看護部の雇用形態がよい意味で評

価されたと考えている（図２，P.58）。さらに，

以前スタッフは，仲間内でほかのスタッフと

の兼ね合いで自分の勤務形態を決定していた

が，柔軟な勤務形態の採用により，スケジュー

ルについての不満が軽減した。

　このように，多様な勤務形態が職員間に浸

透し，「スタッフがすべて同じ勤務形態では

なくてもよいのでは」とお互いのライフスタ

イルを尊重できる環境が整い始めた。これは

〈ナースのためのマイライフ・マイプラン〉



57ナースマネジャー Nurse Manager  Vol.11 No.3

の事業の成果でもあることを忘れ

てはならない。教育目標として掲

げている〈自律できる看護師の養

成〉の芽が出てきたのではないか

と喜んでいる。

　また，〈ナースのためのマイラ

イフ・マイプラン〉の事業と並行

して，看護部では目標面接を始め

た。筆者は年３回，科長と目標を

設定し，面接を行うことにより，

直接の部下である科長たちと，そ

して科長たちはスタッフたちとコ

ミュニケーションが深まり，信頼

関係が生まれたと受け止めており，

このことも定着率促進に貢献して

いるととらえている。

　制度の導入に成功したのは，当

院が多様な勤務形態を受け入れや

すい規模であったということと，

院内で看護部以外のすべての部署

が，看護師不足を共通認識してく

れたことである。特に管理部門に

おいては，30分単位の小刻みな採

用や，常勤から非常勤へ，また非

常勤から常勤へと，ライフステー

ジごとの柔軟な勤務形態の変更に

も好意的に対応してくれたことは

見逃せない。

現場からの声

　今回，スケジュール調整を担当した科長，

多様な勤務形態のスタッフそして通常勤務者

から聞き取りを実施したので，一部紹介する。

科長の声
・ 病棟の業務内容に合わせて勤務時間を組み

やすい。

・ スタッフが基本の就業時間に悩んでいる時

に，多様な勤務形態の提示ができ，ひいて

は定着率が促進し，質の向上につながって

いる。

表１：現在採用中の多様な勤務形態

2009年４月１日現在

ⓕ非常勤職員は，７：30から22：00の間で個
人の希望に応じて多様な勤務形態を実施（現在
39種類）。

　また，夜勤・当直の非常勤も採用。

ⓔ40時間　時間配分型勤務
　〈例〉月～金（５日間）…日勤７時間勤務
　　　　土…５時間勤務

常
勤

基
本
の
勤
務
形
態

非
常
勤

多
様
な
勤
務
形
態 ⓓ夜勤専従

深夜勤
２交代
３交代

ⓑ
16：30７：30

ⓐ
17：30８：30

12：00 21：00
ⓒ

準夜勤
24：0016：30９：0023：30

深夜勤

日勤
17：30８：30

０ ３ ６ ９ 12 15 18 21 24（時）
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　病棟の規模・疾患により，多様な勤務形態

のスタッフが多いと調整が困難であるという

声もあれば，調整には苦慮してないという声

もあり，さまざまである。

多様な勤務形態スタッフの声
・ 自分としてはとても助かっているが，いつ

もほかのスタッフに負担を掛けて悪いと感

じ，時々辞めたくなることもある。

通常勤務者の声
・ 希望の休みが取れているのでお互い様。こ

れで休みの希望が取れないと不公平だと考

えるが，今はお互いのために協力していき

たい。

・ 業務にしわ寄せが来ているとは全く感じて

ない。

・ 女性の結婚・出産など，ライフイベントに

対応しているので，自分も今後のライフイ

ベントを迎えても続けられるという安心感

がある。

　このような意見がほとんどである。通常勤

務者は，想像以上に多様な勤務形態スタッフ

に対して不満や不平等感は持っていない。し

かし，多様な勤務形態勤務者自身が周囲に対

して申し訳ないと感じているのも事実で，さ

らなる上司たちのサポートが必要である。

病院の規模と役割に 
マッチした就業体制

　病院はその規模・活動内容において病院に

合った役割を自覚することが必要と考える。

当院のような規模の病院は，新人の教育につ

いては十分な体制が取れないのが現実である。

図２：新人採用・中途採用・退職者数・離職率
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逆に大学病院などは組織的に新人教育を人材

育成の主眼として活動し，高いレベルの看護

師を育成できると考える。しかしながら大学

病院クラスでは求められる業務レベルが高く，

結婚して子育てをしながらの就業は非常に難

しいだろう。

　このような就業困難なライフステージにあ

る看護師のために，我々のような病院が存在

する。看護師の就業にも社会的なシステムと

してこのような流れがあってもよいのではな

いかと考えている。すべての病院が同じこと

をやるのではなく，看護界全体を見て，看護

師のライフステージに応じた勤務場所の提供

を社会全体で考えれば，退職看護師の潜在化

を防ぐことができ，最終的には看護師不足も

多少は緩和されるのではないかと考える（図

２，表２）。

余裕がなければ 
優しい看護はできない！

　常々，看護職は人生の経験が生かせる職業

であると考えている。もちろん交代勤務ので

きる看護師に越したことはないが，女性の多

い職業であることを考えれば，ライフステー

ジに対応した勤務形態があってしかるべきで

ある。結婚，子育ての時期に働きたくとも働

けないような職場環境では，どうして病んで

いる人の十分なケアができるだろうか。看護

師自身の勤務形態を不公平としてとらえ，お

互いを非難するような勤務形態の下では，病

んでいる人を守れるわけがない。

　看護師一人ひとりがお互いを理解し，譲り

合うためには，時間と業務に少しゆとりのあ

る職場環境が必要である。必ず交代勤務がで

きなければ働けない採用条件下では，いつま

でたっても人的余裕は生まれない。余裕がな

ければ優しくなれない。どこかでこの悪循環

を一新しなければ，今の状況は変わらない。

多様な勤務形態は，工夫と創造の賜物である。

当院では今，病院の経営を揺るがすことな

く，看護師の確保，定着に貢献している。ス

ケジュールの調整には苦慮することもあるだ

ろうが，個人のライフスタイルの尊重により

働き続けられる職場環境づくりを，これから

も進めていきたい。 
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表２：当院の看護師の構成（2009年２月現在）

平均年齢 子ども有
（高校生以下）

多様な
勤務形態実施者
（常勤）

非常勤者数既婚率

34.8歳

34.0歳

53％

46％

46％

49％

19％

13％

29人

19人

2009年

2006年


